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下水道施設改良工事（千葉港７－１）
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縮 尺

系統図

千葉市建設局下水道施設部下水道整備課
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千葉市中央区千葉港地内
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千葉市建設局下水道施設部下水道整備課
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下水道施設改良工事（千葉港７－１）
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令 和 8 年 度

図面番号

図面種別

工事箇所

工 事 名

縮 尺

千葉市建設局下水道施設部下水道整備課

路線
番号

名称

管渠諸元表

管渠諸元表

合流

人孔番号

上流 上流側 下流側

下流 (mm) (m） (m） (m） (m）

352762065

352762042

352762042

352762041

352762041

352762040

路線番号
既設管種

既設管径
路線

延長

管渠

延長

既設管土被り

更生種別 活荷重

T-25

耐震

レベル

32 90.0 90.0 複合管

複合管31 ボックスカルバート2次製品 2700×1350 5.7

T-25

複合管 T-25
Lv2

33 108.0 106.8

合流 HP □2700×1350

合計

ボックスカルバート2次製品

ボックスカルバート2次製品

2700×1350

2700×1350

9.0
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1.09
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207.0 202.5
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下水道施設改良工事（千葉港７－１）

千葉市中央区千葉港地内
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令 和 8 年 度

図面番号

図面種別

図示

工事箇所

工 事 名

縮 尺

舗装復旧箇所位置図

千葉市建設局下水道施設部下水道整備課

路線
番号

名称

縮尺=1:1500(A1) 1:3000(A3)

No.352762040

舗装復旧箇所位置図

人孔蓋交換箇所(合流）

舗装復旧数量表舗装復旧数量表

合流

全 ８ 葉の内第 ６ 号

下水道施設改良工事（千葉港７－１）

千葉市中央区千葉港地内
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更生管厚の計算及び更生管の仕上がり内径図（参考）

取付管更生厚の計算

1）反転工法及び形成工法等で更生される二層構造管に適用する。

計算の考え方 1）各工法における材料厚は、既設管自体が土圧及び活荷重に耐えられる強度を持つことを前提条件とし、

2）チモシェンコ円管座屈公式をもとに、管厚の算定を行う

3）安全率は各工法の推奨値を用いることとし、各工法別に定める最小部材厚以上を確保すること。

計算式 1）チモシェンコ円管座屈公式をもとに更生管の必要厚さを算定する。

外水圧に耐えられる厚さとする。

適用範囲

更生管の仕上り内径

更生管の流下能力は既設管の流下能力を下回らない事を原則とする。更生

管の仕上り内径は、等価最小内径以上を確保する。従って下表に示す更生

管厚以上を必要とする工法は、原則として採用しない。

既 設 管

水理上の更生管の等価最小管径(本業務対象管径）

函渠形状 粗度係数 粗度係数厚

D（mm） Do（mm） Ｔ（mm）n n

更 生 管

本管更生厚の計算 4） 更生管厚の算定式（二層構造管）参照

（※管渠更生工法（二層構造管）技術資料」、p23より）

1）製管工法で更生される複合管に適用する。

計算の考え方 1）複合管は、既設管と更生材との一体構造であるので、一般的な構造計算に使用する許容応力度

適用範囲

設計法で耐荷能力を評価することが難しい。既設管には亀裂等が存在することが考えられるた

め、複合管のひび割れ強度を評価することは困難である。そのため、複合管の耐荷能力は、破

壊強度を評価することで行うこととする。よって、複合管の構造計算は、既設管の劣化状態等

を反映し、複合管の終局耐荷力を評価できる限界状態設計法により行う。

本管更生厚の計算

（※「管きょ更生工法における設計・施工管理 ガイドライン」、P3-40より）

複 合 管
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千葉市建設局下水道施設部下水道整備課

路線
番号

名称

更生管厚の計算及び更生管の仕上がり内径図(参考)

函渠形状

2590×1240

194.0

側壁（右）

側壁（左）

底版

95.0

95.0

16.3

本管更生厚の計算

「下水道用硬質塩化ビニル管（ＪＳＷＡＳ K－1）」等の日本下水道協会規格で用いられている式により算定する。

1）反転工法及び形成工法等で更生される自立管および二層構造管に適用する。適用範囲

＜曲げ強度の計算から求めた式＞ ＜たわみ率の計算から求めた式＞

（※「管きょ更生工法における設計・施工管理 ガイドライン」、P3-21より）

計算の考え方 1）日本下水道協会規格（JSWAS K-1,K-2）による曲げ応力及びたわみ率の計算式により求める

2）各工法の定める材料物性値において土圧及び活荷重に耐えうる必要厚を算定する。

3）安全率は各工法の推奨値を用いることとし、各工法別に定める最小部材厚以上を確保する。

計算式 1） 土による鉛直土圧

ヤンセンの公式による計算を基本とする。

1） 更生管厚の算定式

（※「管きょ更生工法における設計・施工管理 ガイドライン」、P3-14より）

2） 活荷重による鉛直土圧

「下水道用硬質塩化ビニル管（ＪＳＷＡＳ K－1）」等の日本下水道協会規格で用いられている式により算定する。

設計荷重は「道路橋示方式書・同解説」に基づくものとする。

（※「管きょ更生工法における設計・施工管理 ガイドライン」、P3-15より）

q ＝

ただし、q ： 土による鉛直土圧（KN/mm ）

γ ：

2

3

BD ：

μ :

ｆ : 埋戻し土の粘着力（KN/mm ）

φ :

K ： 埋戻し土の主動土圧係数

H ： 土被り（mm）
2

γ・BD

K・μ

-2K・μ・H/Bd

（

（ （

2
f ・

1 - E

K ＝
μ ＋ 1 － μ2

μ ＋ 12 ＋ μ

P ＝
2 P （ 1 ＋ ｉ ） ・ β

ここに、P ： 活荷重による鉛直土圧（KN/mm ） 2

H ： 土被り（mm）

P ： 後輪荷重 （KN）

α ： 車輪接地長さ（mm）

C ： 車体占有幅（mm）

θ ： 分布角（度）

ｉ ： 衝撃係数

β ： 低減係数

ｔ ＝

q : 土による鉛直土圧（KN/mm ） 2

P : 活荷重による鉛直土圧（KN /mm ） 2

K ： 土による曲げモーメント係数

K ： 活荷重による曲げモーメント係数

σ : 設計曲げ強度（KN/mm ）

D : 更生管外径（mm）

1

2

2

1 ＋

D

2 σ

3（K ・q ＋ K・2P）1

ｔ ＝

q ： 土による鉛直土圧（KN/mm ） 2

P : 活荷重による鉛直土圧（KN/mm ）

K ： 土によるたわみ係数

K ： 活荷重によるたわみ係数

σ : 設計曲げ弾性係数（KN/mm ）

V ： たわみ率（％）

1

2

2

1 ＋ 3

D

E・V

75（K ・q ＋ K ・P）1
2

D ： 更生管外径（mm）

粘
着
力

摩
擦
力

既設管

更生管

：管にかかる荷重

輪荷重の分布

P P

θ H

P

側
土
の
支
持
力

C （α＋2H・ｔａNθ）

2

（自立管）

共 通

自 立 管

（

H

Bd

Bc

C

土の単位体積重量（KN/mm ）

仮想掘削溝幅（mm）

埋戻し土と側壁との摩擦係数＝t aNφ

埋戻し土の内部摩擦角（°）

既設管内径

2

BD

0 （kN/mm ）ｆ

γ 1.8×10 3（kN/mm ）

φ 30°

250α

P
100 （kN）

Ｃ

θ 45°

（mm）

2750 （mm）

K 管頂＝0.107，管底＝0.1211

K 2 管頂＝0.079，管底＝0.011

管頂＝0.070

管底＝0.030

V 5.0％

有
効
支
承
角

120°

設 計 条 件

Pｗ H＋D/2－地表からの地下水位

ν 0.3

（曲げモーメント係数）

（曲げモーメント係数）

（たわみ係数）

（たわみ係数）

－8

（mm）

Ｔ－25

56 （kN）Ｔ－14

H（m）

ｉ

H≦1.5

0.5

1.5＜H＜6.5 6.5≦H

0.65－0.1H 0

衝 撃 係 数

K 1

K 2

下水道施設改良工事（千葉港７－１）

千葉市中央区千葉港地内
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ボーリング位 置 図

千葉市建設局下水道施設部下水道整備課
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縮尺=1:1500(A1) 1:3000(A3)ボーリング位 置 図
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層厚 湿潤重量

(ｋN/m3)

粘着力 C

(ｋN/m2) ( °)

内部摩擦角 φ

(m)

2.20

11.40

11.80

14.00

17.00

14.00

12.20 18.00

18.80

0.00

14.00

18.00

0.00

25.00

0.00

30.00

Fc D50 D10 Ip

18.80 0.625 0.034 9.7

15.90 0.339 0.076 0.80

82.90 0.021 0.008 32.0

20.90 0.196 0.052 1.00


